
西
田
谷
洋
編

『
文
学
研
究
か
ら
現
代

8
本
の
批
評
を
考
え
る

—
ー
批
評
•
小
説
・
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
め
ぐ
っ
て
』

九
0
年
代
前
半
か
ら
の
「
文
化
研
究
」
化
の
進
展
に
よ
り
文
化
全
般

を
研
究
対
象
に
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
日
本
近
代
文
学
研
究
が
、
あ
る

種
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
（
北
ア
ニ
メ
・
漫
画
・
ラ
ノ
ベ
等
の
若
者
向
け

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
）
を
本
格
的
に
射
程
に
入
れ
始
め
た
の
は
ゼ
ロ
年

代
中
頃
の
こ
と
。
日
本
近
代
文
学
研
究
者
を
主
な
書
き
手
と
す
る
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
文
化
論
集
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
本
書
は
（
河
野
の
み
英
文
学

者
）
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
、
編
著
者
西
田
谷
を
含
め
、
日
本
近
代
文
学
研
究
者
で
あ
り
つ
つ
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
文
化
研
究
を
も
積
極
的
に
進
め
て
き
た
研
究
者
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
。
類
書
と
し
て
は
『

H
本
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
読
む
』
(
-
―

0
一
五
）
が
あ
る
が
、
そ
の
題
名
か
ら
も
伺
え
る
よ
う
に
、
本
書
は
文

学
研
究
者
に
よ
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
論
集
と
い
う
性
格
に
収
ま
る
も
の

で
は
な
い
。
本
書
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
だ
け
で
な
く
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文

化
「
批
評
」
を
も
「
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
考
察
」
し
よ
う
と
す
る
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
（
西
田
谷
「
は
じ
め
に
」
）
。

「
文
学
研
究
の
蓄
積
を
踏
ま
え
な
い
批
評
の
言
説
」
に
対
す
る
、
「
主

張
」
の
「
粗
雑
さ
」
「
過
剰
な
意
味
づ
け
」
と
い
っ
た
批
判
、
ま
た
「
安

新刊紹介

易
に
そ
う
し
た
言
説
に
依
存
す
る
文
学
研
究
の
側
の
問
題
」
の
相
対
化

と
い
う
形
で
も
語
ら
れ
る
、
後
者
の
よ
う
な
志
向
は
（
「
は
じ
め
に
」
）
、

従
来
の
日
本
文
学
研
究
で
も
散
見
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
（
例
こ
反
谷

川
泉
『
近
代
日
本
文
学
』
一
九
五
八
／
高
田
瑞
穂
「
近
代
文
学
の
研
究

法
」
『
解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
六

0
・
I
0
)
。
だ
が
本
蓄
で
注
目
す
べ

き
は
、
そ
の
批
判
・
検
証
の
眼
差
し
が
向
け
ら
れ
て
い
る
の
が
（
文

芸
）
批
評
一
般
で
は
な
<
|
—
ゼ
ロ
年
代
批
評
と
呼
ば
れ
る
あ
る
種
の

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
批
評
、
並
び
に
、
ゼ
ロ
年
代
批
評
に
焦
点
化
す
る
こ

と
で
見
え
て
く
る
よ
う
な
批
評
的
系
譜
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
そ

の
よ
う
な
批
判
・
検
証
対
象
の
選
択
こ
そ
が
、
そ
の
構
成
を
含
め
、
本

書
に
固
有
性
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

方
法
や
問
題
意
識
の
面
で
八

0
年
代
以
降
の
日
本
近
代
文
学
研
究
に

大
き
な
影
響
を
与
え
な
が
ら
、
本
格
的
な
位
置
づ
け
作
業
が
行
わ
れ
て

こ
な
か
っ
た
亀
井
秀
雄
を
集
中
的
に
論
じ
た

m部
（
小
谷
論
、
矢
口
論
、

服
部
論
）
は
本
古
の
大
き
な
成
果
だ
が
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
と
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
文
化
批
評
に
対
す
る
考
察
を
目
論
む
本
書
で
、
何
故
、
亀
井
に
焦

点
を
当
て
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
本
書
中
で
ゆ
る
や
か
に
共

榊

祐
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有
さ
れ
て
い
る
【
柄
谷
行
人
↓
大
塚
英
志
↓
東
浩
紀
↓
東
以
降
の
ゼ
ロ

年
代
批
評
家
た
ち
】
と
い
う
、
か
な
り
独
特
な
批
評
の
系
譜
を
前
提
と

す
る
こ
と
で
初
め
て
理
解
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
ゼ
ロ
年
代
批
評
の
大

き
な
論
点
に
、
大
塚
英
志
の
ま
ん
が
・
ア
ニ
メ
的
リ
ア
リ
ズ
ム
論
（
『
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
小
説
の
作
り
方
』
等
）
を
ふ
ま
え
た
リ
ア
リ
ズ
ム
論
が
あ

る
が
、
そ
の
大
塚
の
論
に
影
孵
を
与
え
た
「
批
評
家
」
柄
谷
（
の
『
日

本
近
代
文
学
の
起
源
』
）
は
、
本
書
に
お
い
て
い
わ
ば
ゼ
ロ
年
代
批
評

の
起
源
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
亀
井
は
そ
の
柄
谷
を
相
対
化
し
得

る
「
日
本
近
代
文
学
研
究
者
」
と
し
て
本
書
に
呼
び
出
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
本
書
で
、
西
田
谷
「
は
じ
め
に
」
と
共
に
、
ゼ
ロ
年
代
批
評
ヘ

の
批
判
・
検
証
を
文
字
通
り
の
意
味
で
行
っ
て
い
る
の
は
、
千
田
論
と

大
橋
論
の
二
つ
。
前
者
で
は
批
評
の
社
会
的
役
割
の
変
容
と
い
う
現
状

認
識
の
下
に
、
東
浩
紀
『
動
物
化
す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
』
を
起
点
と
す

る
ゼ
ロ
年
代
批
評
の
見
取
り
図
が
描
き
出
さ
れ
、
後
者
で
は
、
ラ
イ
ト

文
芸
の
生
産
と
受
容
の
あ
り
よ
う
に
注
目
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
が
ゼ
ロ
年

代
批
評
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
論
の
枠
組
み
で
は
捉
え
切
れ
な
い
も
の
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ゼ
ロ
年
代
批
評
へ
の
強
い
否
定
の
意
志

が
読
み
取
れ
る
西
田
谷
・
大
橋
、
ゼ
ロ
年
代
批
評
家
の
プ
ラ
ス
・
マ
イ

ナ
ス
面
両
方
を
見
て
行
こ
う
と
す
る
千
田
と
い
う
よ
う
に
、
三
者
の
ス

タ
ン
ス
は
一
様
で
は
な
い
が
、
ゼ
ロ
年
代
批
評
に
対
す
る
日
本
近
代
文

学
研
究
者
の
捉
え
方
が
公
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
い
ず
れ
も
注

目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
（
加
え
て
言
う
と
、
柳
瀬
論
も
、
ゼ
ロ
年
代
批

評
が
提
示
し
た
フ
ラ
ッ
ト
化
を
め
ぐ
る
論
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
読
み
替
え

を
行
お
う
と
し
て
い
る
点
で
は
ゼ
ロ
年
代
批
評
へ
の
応
答
の
一
っ
と
言

え
る
）
。

（
さ
か
き
・
ゆ
う
い
ち

台
湾
•
南
憂
科
技
大
學
助
理
教
授
）

最
後
に
、
本
蓄
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
論
集
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
。

本
書
で
は
、
ア
ニ
メ
（
中
村
論
、
山
田
論
、
西
田
谷
論
、
河
野
論
、
近

藤
論
）
、
マ
ン
ガ
（
岩
川
論
）
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
（
廣
瀬
論
）
、
娯
楽

映
画
（
河
野
論
、
水
川
論
、
近
藤
論
）
、
娯
楽
映
画
の
小
説
化
作
品
（
水

川
論
）
、
少
女
雑
誌
•
小
説
（
倉
田
論
）
、
ラ
イ
ト
文
芸
（
大
橋
論
）

と
い
っ
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
が
、
「
物
語
」
「
テ
ク
ス
ト
」
「
表
象
」

と
い
っ
た
レ
ベ
ル
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、

「
文
学
研
究
の
立
場
」
に
よ
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
研
究
と
い
う
本
書
の

志
向
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
は
、
水
川
論
と
近
藤
論

の
一
―
つ
。
文
学
研
究
の
場
で
洗
練
さ
れ
て
き
た
物
語
論
を
丁
寧
に
用
い

つ
つ
、
分
析
対
象
の
ジ
ャ
ン
ル
や
メ
デ
ィ
ア
特
性
を
尊
重
し
た
分
析
を

も
行
お
う
と
す
る
両
論
は
、
文
学
研
究
の
強
み
を
生
か
し
た
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
文
化
論
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
特
に
、
作
品
の
物

語
分
析
と
「
原
作
映
画
ー
小
説
化
作
品
」
を
め
ぐ
る
作
家
論
的
分
析
を

か
け
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、
小
説
『
リ
ン
ダ
リ
ン
ダ
リ
ン
ダ
』
に
映
画
『
リ

ン
ダ
リ
ン
ダ
リ
ン
ダ
』
を
小
説
化
す
る
営
為
自
体
が
「
表
現
」
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
水
川
論
は
、
「
テ
ク
ス
ト
論
」
以
降
の
日

本
近
代
文
学
研
究
で
工
夫
さ
れ
て
き
た
新
た
な
作
家
論
的
分
析
が
生
か

さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
も
と
て
も
印
象
に
残
る
論
で
あ
っ
た
。

（―

I
O
I
七
年
五
月
―
―
六
日
ひ
つ
じ
書
房
三
六
四
頁
三
―

1
0
0
円
＋

税）
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